
令和6年度 介護労働懇談会の開催 青森支部 

• 開催日時：１２月２０日（金） １４：００ ～ １６：００

討議内容

参加団体からのお知らせ・状況報告等

事務局からのコメント

主な参加機関

・青森公共職業安定所 ・青森県高齢福祉保険課・
弘前市介護福祉課・青森県介護福祉士会・介護労
働講習修了生

①介護のイメージについて
・主な学生の意見は介護現場は３Kの仕事で労働に似合った給料をもらっていない職場。
介護の仕事より他の仕事に魅力を感じる。有給休暇がとりづらい職場など。雇用環境が良くない。
②介護の人材不足について
・主な学生の意見は給料が安いから働く人が少ない。魅力を感じない。雇用環境が良くない。ICTやロボットの普及が
すすんでいない。
③求人の企画について
・主な学生の意見はスマホの購入手当などさまざな手当を設ける。基本給を高くする。

今回は介護労働講習修了生が参加し学生の質問に回答した。修了生は学生と同じ立場であったこともあり、介護の魅
力をしった者の意見は学生に響いたようだ。特に給料面の質問では処遇改善手当などがあり一般企業と大差がない。
高齢でも働ける職場である。利用者から直接感謝の言葉をもらいやりがいを感じるなど介護の魅力について説明した。

学生の懇談会の感想は、介護のイメージが違っていたことや、現場をみないと分からないことが多く、懇談会参加者か
らの意見はこれからの就職に大変参考になったとの感想があった。

①介護労働安定センターより令和５年度「介護労働実態調査」結果の概要を説明。
②介護労働安定センターより青森県民向け「介護入門講習」について説明。

懇談会の主旨を説明
①若者の意見として学生の意見を聴、②若者の意見から自治体の介護施策に繋げる。
③介護労働安定センターの事業理解

テーマ・議題

介護労働懇談会開催報告書（様式1）

団体・自治体と大学生とのホンネ討論

①介護・介護職場のイメージについて
②介護の人材不足について
③求人の企画について
懇談を通じて自治体の施策に繋げる。
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